
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 定時会員総会 

R3.5.16 

会場：和歌山ビッグ愛 

令和２年度 学術講習会 

R3.3.20 

講師：中野 正得副会長（現：会長） 

令和２年度 療養費制度等適正運用指導会 

R3.3.20 

講師：濵﨑 正人保険部長（現：保険副部長） 

令和３年度 療養費制度等適正運用指導会 

R3.8.8 

講師：前嶋 拓也副会長・保険部長 

令和３年度 学術講習会・災害対策研修会 

R3.8.8 

講師：土井 隆弘学術部長 

会場とオンラインのハイブリッド開催をしました。 

令和３年度 学術講習会・災害対策研修会 

R3.8.8 

講師：大久保 明信災害対策委員長 

会場とオンラインのハイブリッド開催をしました。 
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公益社団法人 日本鍼灸師会 

 

倫 理 綱 領 

 
日本鍼灸師会会員の遵守するべき倫理綱領を次のように定める 

 

一 私は生涯を人類への奉仕に捧げることを誓う 

 

二 私は常に患者の健康の回復と保持増進を第一に考える 

 

三 私は患者の信頼に応えて秘密を厳守する 

 

四 私は良心と誠意をもって治療に専念する 

 

五 私はたえず鍼灸の学と術について最高の水準を保ち疾病に関する知

識を一層深め伝統を守りその伝承に努力する 

 

六 私は鍼灸治療の有効性を高めその学術的研究の業績を重ねることに

よって他の医療分野から信頼と協調を確保し患者の治療に努力する 

 

七 私は鍼灸治療の適応を十分認識し無効な治療を行うことなく更に過誤

を犯すことのないように努める 

 

八 私は常に自己の職責に誇りと責任をもち鍼灸師としての名誉と尊厳を

もって鍼灸の発展に努力する 

 

九 私は治療に当って宗教国籍人種政党社会的地位の違いによって患者

に果すべき義務を変えることはしない 

 

十 私は流派を超えて相互に鍼灸師を尊重し鍼灸界の団結を高め鍼灸師

の資質向上のために努力する 
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県民のみなさま、初めまして、今期より三代目会長に就任しました御坊生まれ御坊

育ちの中野 正得です。 

藍綬褒章を冠した偉大なる萩野 利赴二代目会長の後を継ぎ、痛くなく、熱くなく、

こわくなく、人にやさしい「はり」と「きゅう」で、県民のみなさまに豊かな健康と

良質な公衆衛生をお届けできるように、会員の資質向上に努めていく所存です。 

今なお続くコロナ禍、巷では不要不急の外出自粛が続き、『生活不活発病』や『う

つ』など、体調を崩されている方が多くいらっしゃいます。 

和歌山県鍼灸師会では、そういう方たちの健康回復・維持にこそ、伝統医療である

鍼（はり）とお灸（きゅう）を用いた鍼灸（しんきゅう）施術、いわゆる『はり・き

ゅう』を積極的に利用していただきたいと考えております。 

本会に所属している会員の鍼灸施術所では、検温・消毒・マスクなど、内閣官房『業

種別ガイドライン』 にも登録されました、新型コロナウイルス感染防止ガイドライ

ンに基づき、感染防止対策を徹底して鍼灸施術を行っております。 

どうぞお体の不調の際には安心してご来院くださいませ。 

また年に一度、県民のみなさまに、本会とはり・きゅうを知っていただくためのイ

ベントとして、『県民公開講座 はり・きゅう講演会』を開催しております。 

今年度は年が明けた1月23日にYouTubeより配信させていただきます。 

是非この機会に一般社団法人和歌山県鍼灸師会チャンネルをご登録いただき、第17

回オンラインはり・きゅう講演会にご参加いただけますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

一人でも多くの方のご参加をお待ちしております。 

 

 

巻 頭 言 

一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 

会  長  中野 正得    
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[特集] 

 〇新型コロナウイルスの影響についてのアンケート調査 
 

 

 令和３年９月に新型コロナウイルスの影響についてのアンケート調査を行いました。（回答率 60%） 

 アンケート調査結果を集計し、載せております。鍼灸院の業務状況や新型コロナ感染対策、会員

の皆さんのモチベーションなどに、どのような影響があるのかまとめました。 
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問 7、「他にも対策をしていることがある」についての回答は、 

・新型コロナと言われているもの徹底的に調べた結果、新型コロナ対策を対策することが一番という

事に行き着いた。 

・トイレのタオルをペーパータオルに変更   ・施術ベッドを毎回消毒している 

・施術者はフェイスガード着用         ・「風邪症状がある方はお伝え下さい」と各所に掲示 

・スタッフの検温等                ・ベッドのシーツ交換 

 

 

 



一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 会報誌 第 29 号 

- 6 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 8、「その他に不安に思っていること」についての回答は、 

・病気の成り立ち、免疫機構のこと、自然治癒力のことを鍼灸師が考え直さないことや、また、探求

心がなく、テレビや報道に疑問をもたない人々があまりにも多すぎること。 

・特に不安なし        

・成る様にしか成らないから考えない 
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問 10、その他について先生方の回答は、 

・そもそも、新型コロナウイルスがあることを前提に質問されておられていますが、厚生労働省、国

立感染症研究所、県、市町村でコロナ対策を推奨している行政に問合せてみてください。新型コロ

ナウイルスの存在を証明する根拠や、それに対するマスクなど対策の科学的根拠等は、持ち合わ

せていないと回答が来ます。また、厚生労働省 HPには当初から四種病原体とされています。まず

その公文書をしっかり読んでみてください。 

・県外施術を回復したい     ・マスクを取りたい     ・勉強会への参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体的に、新型コロナウイルスワクチンを接種している会員が多く、ほぼ通常業務を行えている割

合が多いです。施術所の消毒液の設置やマスク、換気を徹底されています。その中で、不安になる

ことも多くあり、鍼灸業界や日本全体のこと、自分の鍼灸院がクラスターにならないか、とても多く見

られます。新型コロナウイルスの終息は、５年以上かかるのではないか、と考えられている会員が

多いです。会員のモチベーションも、下がってきているところが見受けられました。 
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[特集] 

 
 〇（公社）日本鍼灸師会 近畿ブロック会議  報告 

 

 ９月２６日（日）に（公社）京都府鍼灸師会 主管の下、近畿ブロック会議がオンライン上で開催さ

れましたので、報告いたします。 

 午前の部は、（公社）大阪府鍼灸師会・WMG2021関

西担当特命理事：丹波 徹二先生による「ワールドマス

ターズゲームズ（以下 WMG と略す）関西における救命

法実践」についての講義がありました。WMGは国際大

会であり、文化と宗教の違い（日本人と物事の考え方・

感じ方が違う）を理解することへの重要性、救命処置と

衛生管理について実演くださいました。 

 午前の部では並行して師会長会議が行われ、来年度の担当が（一社）兵庫県鍼灸師会に決まり

ました。 

 午後からは本会議が開催され、始めに（公社）日本鍼灸師会 要 信義会長による日鍼会の活動

報告と今後の運営方針、近畿ブロック師会 得本 誠会長から近畿ブロック師会長会議の報告があ

りました。 

 議案１「WMG2021関西への対応」について、大阪の丹波理事から研修会開催と組織委員会情報

について経過報告があり、各師会からも経過報告が寄せられ、和歌山から中野会長が網かごに入

れた艾を使用した電気温灸器による火を使わないお灸施術について紹介しました。コロナ禍で行政

との連絡が滞っている師会が殆んどでした。 

 議題２「若年鍼灸師の入会促進策（成功事例を含む）」

について、各師会から報告がありその延長線上で中野

会長から提案の「２１世紀型新徒弟制度」と大阪の森下 

輝弘理事から受領委任制度における施術管理者研修と

ACUPOPJ の卒後研修の結びつけについて説明があり、

南 治成日鍼会副会長から実際に新卒者への取り組み

をしたと回答があり、活発な議論が繰り広げられました。

また、兵庫の新名 美恵副会長から研修について貴重な経験談を聞かせていただきました。 

 近畿ブロックレクリエーション大会開催について、兵庫の森口 一也会長から説明があり、滋賀の

飯塚 季也会長と山元 一宏副会長から過去の経緯からレクリエーション大会が一泊研修会に変わ

ったとの説明がありました。要会長から、青年委員会関連事業は新卒者ならびに新入会員のため

の事業で、組織強化ならびに未来の師会役員育成に繋げていくためのものであると説明されました。

この議案は、来年の近ブロ会議 in兵庫で継続審議されます。 

 次年度開催県である兵庫の森口会長による閉会の辞で今年度の会議は無事に終了しました。 
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○これからの療養費制度等適正運用委員会 

ならびに指導会の開催について 

 

 平素は保険部の活動にご理解いただき厚くお礼申し上げます。 

 今年度から保険部長に就任しました。至らぬ点が多々あると思いますが、前任の保険部長である

濵﨑副部長と元保険部長の出﨑副部長の手厚いサポート受けながら業務を遂行してまいります。 

 令和３年３月２０日（土・祝）に療養費制度等適正運用指導会を和歌山県勤労福祉会館で開催し

ました。指導会の内容は、保険者からの問い合わせならびに質問と回答、会員からの問い合わせと

返戻の一例、受領委任払いにおける申請書の訂正印の使い方について説明しました。 

 今年から療養費制度も大きく変更されている点もあり、４月１日から基本的に押印が不要となって

おります。長期・頻回施術患者への償還払い変更について７月１日以降の施術分から適用になり、

１年以上・月１６回以上施術継続理由・状態記入書が上記初療日以降で直近２年間に月１６回以上

の施術が５か月以上実施されている施術月を記載する新様式に切り変わっております。旧様式で

の提出は返戻の対象となりますのでご注意ください。 

 ８月８日（日）の療養費制度等適正運用指導会では、会長氏名の訂正ならびに押印の方法につい

て説明しました。 

 療養費制度等適正運用委員会は、コロナ禍でクラスターに注意しながら、ABC の３班に分けて審

査しております。委員会からは、申請書類のまとめ方について再度確認のため説明しました。組合

保険の受領委任の参加、又は償還払いに移行等は随時更新しておりますので和鍼会のホームペ

ージからご確認くださいますようお願いいたします。 

 会員の皆様には療養費の適正運用にご理解くださいますようお願いいたします。 

副会長・保険部長 前嶋 拓也 

令和３年度  第１回 療養費制度等適正運用指導会 

会場とオンラインのハイブリッド方式で開催しました。 

R.3.8.8 
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○鍼灸療養費取扱い状況 

１．令和２年度請求金額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
年 月 申請者数 件  数 請求金額 療養費総額 

令和２年１月 41 658 8,266,528 9,778,690 

２月 40 608 7,250,645 8,534,080 

３月 40 609 7,244,401 8,542,040 

４月 40 580 7,080,159 8,418,514 

５月 40 522 5,921,988 7,103,750 

６月 40 512 5,309,563 6,400,370 

７月 38 531 6,197,586 7,456,950 

８月 38 530 6,211,552 7,452,150 

９月 38 505 5,537,905 6,628,420 

１０月 38 529 6,018,499 7,224,510 

１１月 37 529 6,471,324 7,740,930 

１２月 37 538 5,948,238 7,110,260 

年間合計 467 6,651 77,458,388 92,390,664 

平均 39 554 6,454,866 7,699,222 
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２．令和２年度保険者別請求件数と請求金額 

 
保険者別 件数 請求金額 

協会けんぽ 1,363 7,758,377 

健保組合 51 329,462 

共済組合 227 1,013,522 

国保 1,498 12,070,127 

後期高齢者 3,512 56,286,900 

合計 6,651 77,458,388 

 

 

 

３．年度別請求金額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度別 請求金額 年度別 請求金額 

平成１３年度 48,719,713  平成２３年度 98,059,390  

平成１４年度 65,105,530  平成２４年度 86,587,441  

平成１５年度 87,976,501  平成２５年度 91,885,069  

平成１６年度 113,404,645  平成２６年度 93,114,602  

平成１７年度 108,810,673  平成２７年度 99,116,396  

平成１８年度 112,559,642  平成２８年度 101,168,259  

平成１９年度 110,474,582  平成２９年度 96,511,901  

平成２０年度 112,553,746  平成３０年度 98,232,716  

平成２１年度 108,357,999  平成３１年度 93,556,491  

平成２２年度 96,463,045  令和２年度 77,458,388 

 

 

※年度別請求金額内訳は 

各年度の１月～１２月で計算 

［保険者別請求件数の割合］ 
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○学術講習会 

中野 正得副会長（当時） 

ご講演の報告 

令和３年３月２０日（土・祝）開催 

 令和３年３月２０日（土・祝日）、和歌山県勤労福祉会館プラ

ザホープ２階多目的室にて、学術・災害対策講習会「有事に

備えて SNS やオンラインに慣れ親しもう！」を、会場とオンラ

インのハイブリットで開催し、講師を私中野正得が務めさせて

いただきました。 

 SNSが得意でない会員のために LINEや Zoomのアカウント

の作成方法や、実際の活用方法、SNS を使うことで活動の幅

が広がる事などをお話させていただきました。和歌山は地震

県ですから、いつ何時に起こってもおかしくない有事に備えて

会員の安否を確認し合える手段として、LINE や Facebook が

浸透していくことを切に願います。 

 オフラインとオンラインのハイブリットでお届けしましたが、

朝から理事が集まって、直に受講される会員のための感染

防止ガイドラインに沿ったディスタンス設営とオンラインで受講される会員のために、Zoom をチェッ

クして、尽力していただいたお陰で無事に終えることができました。心より感謝申し上げます。 

#一般社団法人和歌山県鍼灸師会 

#和歌山県勤労福祉会館プラザホープ 

#和歌山防災ナビアプリ 

学術部長 土井 隆弘   副部長・会長 中野 正得 
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○令和３年度 第１回 学術・災害対策合同講習会  ご報告 
令和３年８月８日（日）開催 

 

 災害対策委員長より、災害対策関連報告させていただきました。 

①DSAMの概要 

②災害支援において鍼灸マッサージに必要なこと 

③DSAMの活動(令和３年７月５日に発生した 

熱海災害に関する静岡県での活動) 

④JIMTEFの概要 

⑤JIMTEF災害医療研修ベーシック参加体験談 

⑥和歌山県鍼灸師会 災害対策委員活動 

について、パワーポイントを使用して写真動画を使用した報告させていただきました。 

和歌山県では、県との協定を結ぶべく、中野 正得会長と前嶋連盟委員長が本年度から和歌山県

鍼灸師連盟顧問に迎えた山下 直也県議会議員と共に県庁へ伺い協議を行いました。 

まず本会が如何なる職能団体かを説明し、災害と

の関わり、上部団体の日鍼会の活動を含め、本

会の災害支援の実績と取り組み等を説明しました。

県下で有事の際には発災時より災害対策本部が

発足し、本会はもとより、近畿ブロックを始め全国

から仲間が応援に駆け付ける旨お話し、その際に

避難所でのスムーズな鍼灸施術ブースの確保が

必要であり、その為にも協定をきっちり結び、来る

災害に備えたいとお伝えました。 

和鍼会の体力(災害時の参加者)を鑑みて、県と市

町村どちらと協定を結ぶべきか？については、先

ずは大きな枠として県と結び、必要に応じて市町

村と結んではという意見をいただきました。 

他県下２団体との共闘ですが、そこは今回考えず

に、和鍼会単独との協定で進めることになりました。

話の最後に、県からも防災協定を前向きに進めて

いただけると回答いただきました。 

 ８月８日、田辺市Ｂｉｇ・Ｕにて、災害対策委員会と

学術部のコラボレーション企画として、学術部から

は、『 災害～人として鍼灸師として～ 』と題して、

私が僭越ながら学術講習会で初めて学術部長としての発表で大変、緊張しましたが発表させてい

ただきました。 
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 この度のお題が『災害』でしたが、私自身、被災した

ことがありませんでした。しかし、妻の実家が岡山県

倉敷市にあり親戚が岡山県倉敷市真備町にて平成３

０年の７月豪雨で川が決壊し自宅が流され被災しまし

た。その際に、倉敷市の若者が中心となりボランティ

ア団体を民間で立ち上げ、仕事をしながら休みの度

に真備町に復旧作業や物資、義援金を集め地元の

為に尽力されていることを知り、微力ながら力になれ

たらと思い、真備町までボランティアに行く際に、和歌

山から知人、患者様に、物資、義援金を沢山いただき、

何度か運ばせていただきました。そして、瓦礫の処理、

自宅の泥上げ等をお手伝いさせいただきました。そ

の際に、いつ『災害』が訪れ、『被災者』になるかわか

らないこと、被災した際は全国、全世界から多くの

方々が助けに駆けつけてくれることを学びました。 

そこで、この度の学術講習会では、その時、体験し

たボランティアの経験、そしていつ被災するか予測で

きないことに対して減災対策、実際、被災した時に必

要な被災グッズ、備蓄品、補助金、被災時の知識な

どを和歌山県の防災企画課様が出している資料を基にお話させていただきました。 

また、ボランティアで支援する側の持ち物、知識、被災者への心得などを、『認定特定非営利活動

法人 レスキューストックヤード』様の資料を基にお話しさせていただきました。 

快く資料の使用を許可していただきました、『和歌山県 防災企画課』様、『認定特定非営利活動法

人 レスキューストックヤード』様ありがとうございました。 

未熟な私にこの様な機会を与えていただきました、先輩方、そして当会会員の皆様にこの場をお借

りし感謝申し上げます。 

最後に、災害はいつ訪れるかわかりません。被災知識・支援知識を備えましょう！ 
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○（公社）全日本鍼灸学会 近畿支部研修講座のご紹介 

 全日学近畿支部では年５回講座を開催、１０月頃に奈良

と和歌山で隔年ごとに講座が開催されております。 

開催時期  ６月頃：京都、９月と１１月：大阪、１月頃：兵庫 

 日鍼会 近畿ブロック２府４県師会に所属する和鍼会の

会員は全日学正会員と同額で申込みができ尚且つリモート

受講が可能で大変お得となっておりますので、ぜひ学術研

鑽にご利用ください。 

 https://jsam-kinki.info/ 

 

 

学術部 今後のご案内 

 

〇令和３年度  第２回 学術講習会  令和３年１１月１４日（日） 

  １１月１４日（日）：和歌山県立情報交流センター BIG・Uで医師 豊田 孝行先生をお招きして、 

  「食養生と自己免疫の偉大さ」をテーマにご講演いただきます。 

   

〇第１７回 はり・きゅう講演会  オンライン開催 

  今年度は鍼灸普及啓発活動をメインに県民の皆様に鍼灸（はり・きゅう）を知っていただくために、 

  Youtube配信で講演会を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  今年から Youtubeで、和歌山県鍼灸師会チャンネルを開設しております。 

  国民の皆様に役立つ情報を更新してまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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〇（公社）日本鍼灸師会 
近畿ブロック青年委員会 
研修会  活動報告 

 

 

 令和３年９月１９日（日）に２年間会場で開催されなかっ

た近畿ブロック青年部長会議および青年委員会研修会に

出席してまいりました。（公社）大阪府鍼灸師会の青年委

員長 清藤 直人先生がねらって確保したという会場は

「大阪コロナホテル」という何ともタイムリーなネーミングの

ホテルで開催され、午前中に近畿ブロック青年部長会議、

午後からは株式会社メイプル名古屋の岡部 芳幸社長に

よる経営のお話、（公社）群馬県鍼灸師会会長 田中一行先生による ICCO式美顔はりの講習会が

開催されました。 

 午前の会議では、近畿ブロック青年委員会の決算報告

から始まり今後の青年部長会議、一泊研修会の在り方、

若手鍼灸師の会員獲得にはどうすれば良いか？が話し合

われました。今後の在り方では、コロナ禍で急速に普及し

たハイブリット会議をうまく活用していく方針や曜日、夜間

に開催など時間帯についての話、新しいやり方にシフトし

ていこうと言う話し合いがなされました。 

若手鍼灸師の会員獲得での話し合いでは、（公社）日本鍼灸師会に入っているメリットを増やす

取り組みをしてはどうか？若い先生方が興味を抱くような経営セミナーや異業種交流、特に鍼灸と

関りがありそうな（ヨガ、マクロビオティック）の先生を呼んでも面白いのではとの意見があった。当日

会場にお手伝いとしてきてくださいました鍼灸学校の学生の方からも意見をいただき、世代間の考

え方の違いを埋めていくことも今後の新規会員獲得には必要になるのでは？と話しあわれました。 

 午後の講習会では、会場および WEB 配信のハイブリット形式で

行われました。 

株式会社メイプル名古屋の岡部社長の「医療コミュニケーションに

ついて」のお話があり、「人として、先生として、なんの為に仕事を

しているのか？」や６つの大切な心構え、常に患者様目線での考

え方を持つ事など、気付きの多い内容のお話がなされました。 

田中一行先生のセミナーでは「ICCO式美顔はり」 

※ICCO とは Injure（傷を） Cure（修復し） Collagen（コラーゲンを） 

Obtain（獲得する） の略です。 

人間、誰もが持っている「創傷治癒機転」を用いお肌を改善に導く、

青年部長 松本 洋二郎   副部長・財務部長 大久保 明信 
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美容散鍼技術の講義、体験させていただきまし

た。非常に繊細なタッチの散鍼技術で鼻に施術

をしていただいだのですが、翌日まで鼻がポカ

ポカしておりました。 

ご興味ある方は JMCAA（日本メディカル美容鍼

協会）ホームページをご覧いただきたく思います。

http://jmcaa.net/ 

 今後の課題としてハイブリッド形式が主流にな

ると考えられるため、ネット配信技術の応用など

を学び発展させていかなければならないと考えております。 

 

 

青年部 今後のご案内 

 

〇第２６回 紀州口熊野マラソン大会ボランティア  令和４年２月６日（日） 

  昨年に引き続き、今年も来年（令和５年２月５日（日）の予定）に延期となりました。 

   

〇（公社）日本鍼灸師会 近畿ブロック青年委員会研修会    令和４年度開催 

  来年度は（一社）和歌山県鍼灸師会主管のもと、研修会を担当いたします。 

  会員の皆様にはご参加を賜りますようお願い申し上げます。 
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〇和歌山県との防災協定に 

向けての情報交換 報告 
令和３年８月４日（水） 

 

令和３年８月４日（水）、前嶋副会長（和歌山県鍼灸師連盟委員長兼任）と共に和歌山県庁・南庁

舎（和歌山県防災センター）を訪庁し、有事に備え、防災協定に向けての話し合いの場を設けてい

ただきました。 

和歌山県鍼灸師連盟顧問 山下 直也県議会

議員立ち合いの下、危機管理局 災害対策課、

防災企画課、福祉保健部健康局医務課のみな

さまに、亜急性期以降の避難所における生活不

活発病の予防、様々な支援ボランティアの方々

の健康面でのケアなど、災害支援鍼灸師の必要

性を説明させていただきました。 

また、被災者となるであろう会員に代わって、

近畿ブロックを始め、全国から応援に駆けつけて

くださる先生方にスムーズに支援活動をしていた

だくためには、避難所での鍼灸施術のためのブ

ースを確保する必要があり、難なく行えるように、

県との防災協定を締結できるよう強くお願いを申

し上げました。 

前向きに協議してくださるという言葉をいただ

け、先ずは一歩前に踏み出すことができました。 

和鍼会の宿願を実現するために頑張ります。 

 

副会長・総務部長 石田 国豊 

上記２枚の画像 

和鍼連盟顧問  山下 直也県議会議員ブログより 
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〇ハリトヒト。フレンドリー 
鍼灸院マップのご紹介 

 

 

今期から広報部長に就任しました、萩野貴善と申し

ます。広報部長として、ホームページの更新や会報の

編集、会員皆様への情報提供等を行ってまいります。

未熟なところばかりで、理事の皆様にアドバイスをいた

だきながら、取り組んで参ります。皆様に、分かりやす

く伝えられるように、努めて参りたいと思います。 

皆様、ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。 

鍼灸師による web メディア「ハリトヒト。」が手掛ける

フレンドリー鍼灸院マップについてご紹介いたします。 

鍼灸師による web メディア「ハリトヒト。」は、２０１９年

３月に webで創刊して以来、鍼灸業界のヒトたちにインタビューをしてきました。いまを生きる鍼灸業

界のヒトたちの言葉や、リアルな姿を記録し、鍼灸業界を担っていく次の世代へ繋ぐサポートを目的

に活動しております。 

フレンドリー鍼灸院マップは、鍼灸業界にかかわるヒトである鍼灸学生や鍼灸師など、同業歓迎

の意思表示をする鍼灸院を掲載するマップを作成し、鍼灸業界に新たな交流を生み出すきっかけ

つくり（例：早い段階で目標とするようなメンター鍼灸師に出会っていたら、鍼灸師人生は豊かになる。

例：技術や知識を伝えたい人にとっては、教えてほしいと思っている人へのウェルカムメッセージに

なる。）を目的にクラウドファンディングが行われ、目標金額を達成しました。 

（公社）日本鍼灸師会は「フレンドリー鍼灸院マップ」への支援について、若手鍼灸師の育成を積

極的に支援している本会としても、積極的に応援したい素晴らしい内容だったこともあり、理事会に

て前向きに検討し、小川 卓良前会長始め多くの理事の好意的な了承を得て、３月１４日の理事会

で承認され、翌１５日にスタートアップサポーターとしての支援を実施しております。 

登録は無料となっており、鍼灸師や鍼灸学生の質問やお悩み相談に対応して、鍼灸業界を底上

げして活性化したい先生にお役立ていただけると幸いです。 

フレンドリー鍼灸院マップのコンセプトである親しみやすい

友好的な鍼灸院に賛同してくれる先生方の登録お待ちして

おります。 

 

ハリトヒト。フレンドリー鍼灸院マップ HP 

https://haritohito.jp/shinkyuinmap/ 

広報部長 萩野 貴善   副部長・副会長 前嶋 拓也 
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＜令和３年度 一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 定時会員総会 概略＞ 
 

令和３年５月１６日（日） 和歌山ビッグ愛 201会議室に於いて、 

感染症対策を万全に整えたうえで、十分なフィジカル・ディスタンスを確保して開催された。 

 

第１～５号議案  

・令和２年度事業報告 

・令和２年度収支決算報告 

・令和２年度監査報告 

・令和３年度事業計画（案） 

・令和３年度収支予算（案） 

は会場より意義無く、原案通り賛成挙手多数で承認可決された。 

 

第６号議案  

・本年度は、任期満了による役員改選の年となり、令和３、４年度 選任された理事及び監事は 

次の通りである。 

 

代表理事 中野 正得   理事 石田 国豊   理事 前嶋 拓也   理事 大久保 明信 

理事 萩野 貴善   理事 土井 隆弘   理事 松本 洋二郎 

監事 中田 浩     監事 尾谷 正剛 

 

第７号議案 

・名誉会員選出の件 

  萩野利赴氏を名誉会員に選出の案は会場より異議なく、原案通り挙手多数で承認可決された。 

 

第８号議案 

・その他 

 

  その他報告事項 

・はりきゅう講演会について 

中野 正得副会長・学術部長より、説明があった。 

・災害対策委員会活動について 

中野 正得災害対策委員長より、説明があった。 

・受領委任押印廃止について 

濵﨑 正人保険部長より、説明があった。 

・藍綬褒章受章（萩野 利赴会長） 

萩野 利赴会長より、お礼の挨拶があった。 

・知事感謝状受賞（前嶋 拓也広報部長） 

前嶋 拓也広報部長より、お礼の挨拶があった。 

・新会員紹介（令和２年度定時会員総会以降入会者） 

石田 国豊総務部長より、報告があった。 

・本年度をもちまして会長を勇退される萩野 利赴名誉

会長、監事を勇退される中 美博会員、理事を退

任される濵﨑 正人会員と西馬 武彦会員よりご

挨拶があり、労いの拍手が惜しみなく送られまし

た。また、新たに就任する理事・監事のご挨拶も

行われました。 
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＜萩野 利赴会長（現：名誉会長）  藍綬褒章受章記念＞ 
 

 長年保健衛生関係団体の要職に就いた業績が認められ、藍綬褒章を受章されました。 

（公社）日本鍼灸師会からも要 信義会長（福岡県）、大口 俊徳理事（埼玉県）が受章されました。 

 萩野会長から、私個人がいただいたのではなく、（一社）和歌山県鍼灸師会 会員の皆様の力で

いただけたと感謝を述べられておりました。他の先生から鍼灸師でも褒章がいただけるのをもっとア

ピールしていくことにより鍼灸師のレベルすなわち社会的信用の向上に繋がるとの重要性を説明さ

れ、知事表彰⇒厚生労働大臣表彰と順番あるが、会員の皆様が続いて表彰されるのを祈念してい

ると会員へエールを送り感謝の辞を述べられました。 

 

令和３年度  一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 定時会員総会出席会員との藍綬褒章受章記念撮影 




































